
「リスク評価」サブグループ これまでの検討概要

◆流出経路、流出事象の発生頻度、想定漏えい量等について考え方を整
理し、現況のリスクを評価。

◆対策毎の想定工期、対策毎の難易度（社会的・技術的課題）、対策実施
に伴う影響、他の対策との相互関係等の考え方を整理し、地下水シミュ
レーションの解析結果を踏まえ、実施スケジュールを作成。

◆将来的に大量のトリチウム水を貯蔵しているリスクが残るため、トリチウ
ム水の取扱いが課題。

汚染水イベント発生リスクマップ（平成●●年度末）

汚染水イベント発生リスクマップ（現状）

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 H34年度

海際のトレンチ内の
高濃度汚染水をくみ上げ

多核種除去設備（ＡＬＰＳ）
による汚染水の浄化

運
用

多核種除去設備（ＡＬＰＳ）増設による
汚染水浄化の加速

港湾内の汚染物質への対応については、公募結果を踏まえて実用化検討

タンクに対する水位計や漏えい検出機器等による監視

タンク及びその配管に係るパトロールの強化

建屋の周りを囲む凍土方式の陸側遮水壁の設置・運用陸側遮水壁を設置

建屋近傍の井戸で地下水をくみ上げ（サブドレン）サブドレン復旧

建屋山側で地下水をくみ上げ（地下水バイパス）

フェイシングの実施については、公募結果を踏まえて実用化検討

追加遮水壁の実施については、公募結果を踏まえて実用化検討

◆サイト内における汚染水の場所を特定し、各場所にどの程度の汚染水
が存在するのかを整理。

検討中
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